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平成 29 年 6 月 7 日発行 

編集：出雲崎町公民館  

℡ 0258-78-2250 

出雲崎町民体育館 

℡ 0258-78-4700 

○ちぎり絵教室 １３日（火）・２１日（火）  

○パソコン教室 ７日（水）・９日（金）・１２日（月）○ノーメディア・デー ３０日（金）  

 

 

約 30 名の方が説明会に参加。

強い日差しの中、熱心に西澤

先生の説明をきいていまし

た。 

 ５月１４日（日）出雲崎天領の里で、現代の出雲崎町を舞台に地元少女と良寛さ

まとの出会いを描いた良寛さまプロモーションアニメ「天上大風」の上映会と、

日本アニメーション美術の創造者とも言われ、本作品の監督でもある山本二三（や

まもとにぞう）氏のトークショーが行われました。トークショーでは今までの仕

事で苦労したこと、今回の作品を制作する際に学んだ良寛さまのことなどを、笑

いも交えながらお話しされていました。当日は定員１３０名の会場が満員となり、

参加した方からも質問が出るなど会場は大いに盛り上がりました。 

 良寛アニメは３分３０秒の短編ですが、良寛さまのお人柄や、思想を今の人に

もわかりやすく伝える内容になっています。この良寛アニメは良寛記念館ロビー

で観ることができます（ロビーへの入場は無料）ので、みなさまお気軽にお越し

ください。 

 

山本監督はトークショーの

中で、「良寛さまの思想が広

まれば世界平和にもつなが

る」と話し、良寛さまのお

考えに強く共感されている

ようでした。 

５月１４日（日）、良寛記念館が国登録有形文化財に認定されたことを記念し、

長岡造形大学研究員の西澤哉子（にしざわ かなこ）先生から、文化財としての良

寛記念館の魅力についてお話をいただきました。 

西澤先生は、設計者の谷口吉郎（たにぐち よしろう）博士について、谷口先生

はドイツへの出張で西洋建築を見る中、日本家屋の美しさを再発見し、そして、

日本建築様式を近代建築に取り入れたのが、谷口建築の特徴だと説明されました。

その中でも良寛記念館は、良寛の作品を展示する施設として、より一層、日本様

式を取り入れた試みが覗える、と説明がありました。 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    中央公民館       

 

 

 

 

 

 

                        

 

 町立図書館（海岸公民館）  

 

 

 

 

 

 

                        

 

※この他の新着図書は、新着一覧を中央公民館・町立図書館（海岸公民館）それぞれに掲示しておりますのでご覧ください。 

自ら産んだ子を自らの手で「取り替え」た、繭子。常に発

覚に怯え、うまくいかない育児に悩みながらも、息子・航太

への愛情が深まる。一方、郁絵は「取り違えられた」子と知

らず、保育士として働きながら、息子・璃空を愛情深く育て

てきたが…。 

獏
ばく

の耳たぶ ･･･ 芹沢 央 著 

宮城県北、三陸海岸の入江にたたずむ町「仙河海」(せん

がうみ)。のちに遠洋マグロ漁業で栄えるこの地で、大正十

四年に生まれた菊田守一は、「名船頭」として名を馳せた祖

父や父のようになることを夢みていた。三陸の海にはどんな

日常があったのか。 

鮪
しび

立
たち

の海･･･ 熊谷 達也 著 

冬雷･･･ 遠田 潤子 著 

大阪で鷹匠として働く夏目代助。ある日彼の元に訃報が届

く。12 年前に行方不明になった幼い義弟・翔一郎が、遺体

で発見されたと。葬儀に出ようと故郷に戻った代助は、町の

人々の冷たい仕打ちに耐えながら、事件の真相を探るが…。 

BUTTER･･･ 柚木 麻子 著 

『第 27 回奥の細道天の河俳句大会』を、10 月 13 日（金）に中央公民館で開催します。現在、下記のとお

り作品を募集しておりますので、興味をお持ちの方は実行委員会事務局（☎78-2932）までご連絡ください。 

【募集作品】 5 句 1 組（雑詠、1 組限り。未発表作品に限る。投句料 2,000 円が必要です。）  

【投句方法】 投句用紙を利用（中央公民館にあります。） 

【投句締切】 平成 29 年 7 月 18 日（火）（当日消印有効） 

 

 

 今年も 11 月 2 日（木）、3 日（金/祝）の 2 日間にわたり、出雲崎町の文化・

芸術の祭典『生涯学習フェスティバル』を開催します。昨年は吹奏楽・舞踊・

文化サークルの作品展示・町民茶席など多くの皆様からご参加いただき、あ

りがとうございました。今年も町民の皆さまの日ごろの成果を存分に発揮で

きる機会ですので、ステージ発表や作品展示に多くの皆さまの参加をお待ち

しています。 

詳細については、次号以降の公民館だより等でご案内します。個人・団体

を問わず、出演・出展を希望される方は、お気軽に中央公民館（☎78-2250）

までお問い合わせください。 

現在、妻入り会館では全国良寛会長岡大会が行われたことに併せて、

良寛さまをテーマにした展示を行っています。内容は稲荷町の故茂木作

次さんが制作した良寛像が展示されています。作品は全部で 15 体。1

体 1 体、姿や表情などが異なり、良寛さまのお人柄や慈愛に満ちたお姿

がよく表現されています。入館は無料ですので、この機会にぜひ妻入り

会館に足を運んでみてはいかがですか。 

（開催期間は 6 月 1 日(木)～7 月 25 日(火)までです。） 

 

結婚詐欺の末、男性 3人を殺害したとされる容疑者・梶井

真奈子。世間を騒がせたのは、彼女の決して若くも美しくも

ない容姿と、女性としての自信に満ち溢れた言動だった。週

刊誌で働く里佳は、取材を行ううちに彼女に、翻弄されるよ

うになっていく。 



公民館 E-Mail：syakyou-k@town.izumozaki.niigata.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中
国
の
「漢
字
三
千
年
」の
展
示 

 
日
常
、
私
た
ち
は
何
も
意
識
す
る
こ
と
な
く
活
字

を
読
み
、
文
章
な
ど
で
漢
字
を
使
っ
て
い
る
。
漢
字

の
成
り
立
ち
を
考
え
る
と
象
形
文
字
・
指
示
文
字
・

会
意
文
字
な
ど
が
あ
り
、
な
か
な
か
難
し
い
。 

 

最
古
の
漢
字
は
、
中
国
で
発
見
さ
れ
た
亀
の
甲
羅

や
牛
な
ど
の
骨
に
刻
ま
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
甲
骨
文

字
」
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
含
め
、
漢
字
の
元
祖
で
あ

る
中
国
の
古
代
の
文
字
を
『
漢
字
三
千
年
』
と
題
し
、

県
立
近
代
美
術
館
で
紹
介
し
て
い
る
。
漢
字
の
歴
史

と
美
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
好
評
を
博
し
て
い
る
。 

 
 

日
本
で
言
う
「
国
宝
」
を
、
中
国
で
は
「
国
家
一

級
文
物
」
と
言
う
。
今
回
の
展
示
室
で
は
レ
プ
リ
カ

に
触
れ
た
り
、
文
字
の
拓
本
が
と
れ
た
り
体
感
で
き

る
か
ら
楽
し
い
。
し
か
し
、
何
と
言
っ
て
も
驚
き
は
、

全
て
の
展
示
品
が
写
真
撮
影
（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
は
禁
）

を
許
可
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
普
通
、
博
物
館

や
美
術
館
で
は
、
特
に
展
示
品
が
国
宝
級
と
も
な
れ

ば
ほ
と
ん
ど
の
館
で
は
撮
影
は
許
さ
れ
な
い
の
が
通

常
で
あ
る
。
展
示
室
内
の
監
視
員
に
訪
ね
て
み
た
。

監
視
員
の
女
性
は
「
今
回
、
中
国
は
太
っ
腹
の
よ
う

で
す
。
良
く
許
し
て
く
れ
ま
し
た
」
と
意
外
と
思
え

る
返
答
が
返
っ
て
き
た
。
撮
影
可
能
で
胸
躍
ら
せ
な

が
ら
、
実
に
さ
わ
や
か
な
気
分
で
展
示
品
を
見
入
る

と
と
も
に
、
カ
メ
ラ
に
収
め
た
。 

 

一
部
の
文
物
を
記
し
て
み
た
い
。 

① 

「
歳
于
中
丁
」
牛
胛
骨
卜
辞
（
「
さ
い
う
ち
ゅ 

う
て
い
」
ぎ
ゅ
う
こ
う
こ
つ 

ぼ
く
じ 

紀
元
前
１７
世
紀
頃 

～
前
1046
の
商
時
代 

一
級
文
物
） 

牛
の
肩
胛
骨
に
「
卜
」
の
字
が 

  

刻
ま
れ
、
先
祖
に
対
し
て
祭
祀
を
行
っ
て
い
い
か
ど
う

か
を
問
う
占
い
。（
写
真
１
） 

 

②
「
師
同
」
銅
鼎
（「
し
ど
う
」
ど
う
て
い 

紀
元
前
1047

～
前
771
頃
の
西
周
時
代 

一
級
文
物
） 

鼎
（
て
い 

3
本
の
足
が
付
い
た
鍋
） 

の
内
壁
に
7
行
54
文
字
の
銘
文
が
あ 

る
。
軍
事
を
つ
か
さ
ど
る
武
官
の
職 

に
あ
っ
た
師
同
が
、
戦
い
に
よ
り
敵 

方
か
ら
た
く
さ
ん
の
青
銅
器
を
得
、 

そ
れ
を
溶
か
し
て
こ
の
鼎
を
造
っ
た 

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
（
写
真
２
） 

 

③
「
鎧
甲
武
士
陶
俑
」
（
が
い
こ
う
ぶ
し
と
う
よ
う 

 

紀
元
前
221
～
前
210
頃
の
秦
時
代 

一
級
文
物
） 

展
示
さ
れ
た
兵
馬 

俑
（
へ
い
ば
よ
う
） 

は
推
定
８
千
体 

あ
る
う
ち
の
１
体
。 

左
胸
に
工
匠
の 

名
前
「
不
」
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
世
界
初
公
開
で
あ
る
。

（
写
真
３
） 

 

そ
の
他
、
隷
書
（
れ
い
し
ょ
）
の
屏
風
（
一
級
文
物
）・

木
板
、
竹
に
書
か
れ
た
漢
字
・
さ
ま
ざ
ま
な
「
寿
」
の

文
字
が
百
個
書
か
れ
た
焼
き
物
な
ど
110
点
（
う
ち
、 

 

一
級
文
物
21
点
）
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

館
内
で
は
漢
字
の
歴
史
、
成
り
立
ち
が
ビ
デ
オ
で
解

説
さ
れ
、
子
ど
も
達
に
も
理
解
さ
れ
や
す
い
。
日
本
に

伝
わ
っ
た
中
国
の
漢
字
の
歴
史
と
美
し
さ
の
変
遷
に
想

い
を
馳
せ
な
が
ら
、
各
文
物
を
目
の
当
た
り
に
で
き
る

こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
機
会
で
あ
る
。 

 

6
月
11
日
（
日
）
ま
で
開
催
。 

〈越
後
出
雲
崎 

渚
会
〉 

〈西
乃
越
句
会
〉 

〈出
雲
崎
小
学
校
４
年
生
の
俳
句
〉 

 種
選
り
の
目
利
き
と
な
り
ぬ
農
一
代 

て
ま
り
団
地 

本
間 

加
津 

青
葉
風
千
年
秘
佛
御
開
帳 

川 
 

西 
 

仲
野 

隆
之 

巫
女
の
振
る
御
鈴
に
幣
に
緑
さ
す 

乙 

茂 
 

金
泉 

今
日
子 

今
朝
こ
こ
の
玫
瑰
の
咲
く
磯
づ
た
い 

井 

鼻 
 

細
木 

郵
子 

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
青
色
咲
く
か
な
楽
し
み
だ 

南
波 

華
音 

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
い
ろ
ん
な
い
ろ
が
あ
る
ん
だ
よ 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

赤
窄 

美
羽 

中
央
公
民
館
長 

 

佐
藤 

亨 

 

（写真１） 

（写真２） 
（写真３） 

〈出
雲
崎
小
学
校
５
年
生
の
俳
句
〉 

 

こ
い
の
ぼ
り
空
に
お
ど
る
や
風
の
波 

南
波 

美
涼 

 

男
の
子
し
あ
わ
せ
願
う
こ
い
の
ぼ
り 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

服
部 

歩
乃
果 

鯉
の
ぼ
り
ま
た
風
の
波
こ
え
て
ゆ
く 

南
波 

日
和
里 

 

こ
い
の
ぼ
り
健
康
願
い
泳
ぎ
ま
す 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

山
後 

慎
奈 

〈出
雲
崎
小
学
校
６
年
生
の
俳
句
〉 

 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6/7, 14, 21, 28（水）19：30～21：00 

 

 町教育委員会では、下記のとおり町民プール監視員

を募集いたします。ご希望の方は、町民体育館にある

申込書にご記入の上、窓口にご提出ください。 

【応募資格】18 歳以上の健康でやる気のある方 

【勤務場所】出雲崎町民プール 

【勤務期間】7 月 15 日(土)～8 月 31 日(木) 

【勤務時間】8 時 30 分～16 時 30 分 

【賃  金】時給 840 円 

【勤務内容】場内の監視、清掃など 

【募集人数】8 人程度 

【お問合せ】町民体育館（TEL：78-4700） 

 公民館では、下記のとおり「第 39 回町民バレー

ボール大会」を開催します。夏本番を前にバレーボ

ールでさわやかな汗を流しましょう！ 

【日 時】7 月 9 日（日） 午前 9 時から開会式 

【条 件】9 人制バレー １チーム 9～13 人 

     小学生、女性または 50 歳以上の男性 

     が常時 2 名以上コートにいること 

【申 込】7 月 5 日（水）までに町民体育館へ 

5 月から小学生のサッカー教

室とバレーボール教室が今年も

始まりました。 

サッカーは鬼ごっこので動き

のトレーニングやドリブルを練

習しました。バレーボールでは

支柱の立て方、ネットの張り方

から始めました。皆さんこれか

らどんどん上手くなるよう頑張

ってください。 

6 月 4 日（日）、町民野球場において「第 37 回町民ソフトボール大会」を開催しました。少し肌寒い中始ま

った大会でしたが、すぐに青空が広がり最高のソフトボール日和となりました。4 チームの総当たり戦で各チ

ームが団結力を発揮し、素晴らしいチームプレーで競い合いました。フルスイングでボールを捉えると歓声が

上がり、ランニングホームランを狙って全力疾走で駆け抜けていました。 

☆優 勝☆ 

  チームポンズ 

○準優勝○ 

Players 

△第３位△ 

川  西 

大会結果 

※6/19 終日～6/21 17:00（トレーニングルームは 6/20 のみ不可） 

 町行事のため町民体育館アリーナはご利用できません。 

 


